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ハプト藻 Chrysotila lamellosaの長鎖アルケノン・アルケン組成と生育温度の関係
The effect of temperature on the composition of lipid biomarkers produced byChrysotila
lamellosa
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世界各地の湖（特に塩湖）の堆積物からアルケノンの検出が相次ぎ、陸域の古水温指標として検討されている。現場
のアルケノン組成と温度データから求められたアルケノン不飽和度（UK

37, UK′
37）-水温関係式は、海洋で一般的に用

いられる式 (Prahl and Wakeham, 1987）とは大きく異なり、中国・ヨーロッパ・北米といった地域間での差異も見られ
る（Zink et al., 2001; Chu et al., 2005; Toney et al., 2010）。湖のアルケノン組成は 4不飽和アルケノンが多く、一部の湖
からは Chrysotila lamellosaが単離されることから、湖におけるアルケノン生産者として C. lamellosaが重要な種である
と考えられている。最近になって分子系統解析（Theroux et al., 2010）から、アルケノンが検出される湖において実際に
C. lamellosaや Isochrysis garbanaに近縁なハプト藻が生育していることが報告されている。しかしながら、単離された
C. lamellosaの培養株を用いて体系的に水温と脂質組成の関係を報告した例は少なく、Rontani et al. (2004)でフランス沿
岸で採取された株の 10, 20°C条件における脂質組成が、Sun et al. (2007)では中国内陸の塩湖 Xiarinur湖から単離され
た株でアルケノン不飽和度-水温換算式が報告されているのみにとどまる。このため、湖における式の多様性を与える要
因については十分に理解されていない。本研究では、C. lamellosaの生育温度に対する脂質組成の変化を明らかにし、湖
の式と対比されるデータセットを与えるため、これまでに脂質組成の報告されていない C. lamellosa株の培養実験を行
い、アルケノンおよび長鎖アルケンの不飽和度と組成比を調べた。
海水産の底生ハプト藻 C. lamellosaを 4, 5, 10, 15, 20, 25°Cで培養した。グラスフィルタに漉しとった藻細胞をメタ

ノール/ジクロロメタンで超音波抽出し、シリカゲルカラムで分離した後に GCおよび GC/MSで同定・定量した。
本研究で用いたC. lamellosa株のアルケノン組成は、海洋のアルケノン生産者であるEmiliania huxleyiやGephyrocapsa

oceanicaと比較して、4不飽和アルケノン（C37:4, C38:4）を豊富に含み、C38メチルアルケノンを持たなかった。このよう
な組成は C. lamellosaに共通の特徴であると考えられている（Marlowe et al., 1984; Rontani et al., 2004; Sun et al., 2007）。
また、長鎖アルケンも検出され、そのうち大半を占めるC31アルケンの不飽和度も水温とよく相関した。本研究で得られ
たUK′

37-水温換算式は、海洋の式（Prahl & Wakeham, 1987）や中国の内陸湖の式（Chu et al., 2005）と比較して傾きと切
片が小さく、ヨーロッパの湖の式（Zink et al., 2001）に近い。4不飽和アルケノンを含めた Uk37-水温換算式も海洋の式
に対する大まかな傾向は変わらず、ヨーロッパや北米の湖の式（Toney et al., 2010）に近い領域にプロットされる。特に、
Sun et al. (2007）と比較すると全ての温度で顕著に低いUK

37値をとることが分かった。本研究の結果から、C. lamellosa
の生育条件に対する生理学的応答には顕著な種内多様性が存在し、これが各地の湖における水温換算式の多様性に寄与
している可能性を指摘する。
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